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『中央通り線』に関する会議が開催されました　道づくり会議（第１回）

事故が何処でおきているかを調べ、会議の
中で報告していただきたい。

店造りを考え直す必要性や商店街としての機能
も変わってくるので、計画図面の提示ができる
時期を教えてもらいたい。

都市計画決定されている道路であり、建築制限
も受けているのだから、拡幅予定線をこの会議
で説明してもよいのではないか。

中央通り線は道路としてどのような位置づ
けかを示してもらいたい。

『中央通り線』の検討が始まりました

拡幅される道路計画図面がないと、建物がどの
程度道路にかかるか分からないため、完成後の
イメージが具体化されない。

本町通り線(整備完了済)で事故率等の資料
があれば提示していただきたい。

　道づくり会議（第２回・第３回）は、アンケートでのご意見をもとに、道路整備の課題や課題の解決策、整備
の方向性などの意見を聞くために、議論していただく予定です。また、意見交換で出された皆さまからのご意
見についても、道づくり会議において、検討していきます。

『中央通り線』今後の主なスケジュール
通過交通の排除方法や交通規制も含めて考
えてもらいたい。

道路を広げることで、交通量の増加や中央
通り線が主要道路として明確になってしま
い、商店街のまちづくりにふさわしくな
い。

本町一丁目は、空き店舗が多く残っている
ことが問題。

　去る10月14日(火)午後７時から谷越会館にて中央通
り線に関する道づくり会議が催され、周辺にお住まい
の26名の方及びオブザーバーとして館林市都市計画課
の担当者の方に参加していただきました。
　はじめに、中央通り線の経緯と現状、検討の進め方
や市民参加についての説明があり、その後、意見交換
が行われました。
　意見交換では、下記のような内容について、出席さ
れた方から、ご意見やご不安に思っていることなどの
お話がありました。

　館林駅の東側の一帯は近世城下町の伝統を引き
継ぐ古くからの商店街ですが、「商業機能の低
下」「未利用地の増加」「居住人口の減少」など
の深刻な問題を抱えています。一方で、駅前通り
線、本町通り線等の中心市街地の道路整備は進め
られてきていますが、生活道路は幅員が狭く、一
方通行が多く、歩道が少ないため危険な状態が見
受けられます。
　こうした状況を踏まえ、近隣にお住まいの方
や、店舗を経営されている方のご意見等をいただ
きながら、交通上の課題のみならず、周辺のまち
づくりの課題までを含めた解決策を皆さまと県及
び市で考え、整備の検討を進めていくため、「第
１回道づくり会議」を開催いたしました。

商店街の中に幹線道路が通っていることが
問題である。

信号があっても歩道がないため、歩行者の
死亡事故が起きている。

駅前通り線との交差点までは広がっている
が、地域の意見により幅員を変えられるの
ですか。
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道づくり会議(第１回)

道づくり通信(第1号)
アンケートの回収

アンケートの結果をまとめます。

また、必要に応じて、交通量など

の調査を実施します。

10月

H26

アンケート調査の実施

11月

12月

道づくり会議(第2回)
H27

1月

道づくり通信(第2号)

会議の意見をもとに資料の作成

を行います。
2月

3月

道づくり会議(第3回)

道づくり通信(第3号)

年度末までを目標に県・館林市として整備案をまとめます。

※各作業の状況等により、若干スケジュールが変更となることがありますので、ご了承ください。

道づくり会議（第2回）はスケジュールの関
係により、12月から1月に変更いたします。

◆今年度のスケジュール

道づくり会議開催の様子

♢第２回道づくり会議について
次回、道づくり会議から参加した皆さ

まがアンケート結果などを元に、グ

ループ毎に検討していただいて、具体

的な中央通り線の整備の方向性を検

討していただきます。

前回の会議に参加されなかった方も

次回から参加でも支障ありませんの

で、お気軽にご参加ください。
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